
ふくしま緑の森づくり公社経営改善計画書 

（緑の森づくり新生プラン）の進捗状況（平成 27 年度） 

 

緑の森づくり新生プランの概要 

◆ 策定年月日  平成２６年５月２０日 

 

◆ 計画対象期間 平成２６年度から平成３０年度（５カ年計画） 

 

◆ 経営改善重点取組事項  

１ 森林の整備に係る重点的な取組 

（目標）森林の適正な管理と公益的機能の持続的発揮のため、必要な事業量を確保しつ

つ事業計画を必要最小限のものとするため、現況値（平成 22～24 年度の 3 カ年平均。以

下同じ）で 1 千 ha 程度であった事業量を平成 30 年度に 8 百 ha 程度に縮減します。 

 

２ 木材の生産と収入確保に係る重点的な取組 

（目標）素材販売での委託販売等、多角的な販路の開拓により、現況値 9 百万円程度を

平成 30 年度に 18 百万円程度確保します。 

 

３ 財務状況の改善に係る重点的な取組 

(1) 組織の見直しと職員の適正配置 

（目標）組織人員体制のスリム化を図るため、今後の業務執行状況等を勘案し、必要最

小限の職員を配置します。 

(2) 管理費等運営経費の縮減と収入確保 

（目標）人件費や管理経費の節減に努めるとともに、公社自己財源の確保策の導入の検

討を行います。 

(3) 効果的な補助事業等の積極的な導入 

（目標）無利子の森林整備活性化資金の積極的な活用を図ります。 

 

４ 土地所有者の協力による分収割合の見直し 

（目標）県、社員市町村等から協力を受け、土地所有者との分収割合の契約変更の締結

を平成 30 年度に 75％程度までの増加と覚書発効の実施を目指します。 

また、権利関係を的確に把握し、分収造林地の適切な管理に努めます。 

    

 



 

 

緑の森づくり新生プランの進捗状況（平成 27 年度） 

◆ 重点的な取組事項 

１ 効率的な森林整備 

  【目標】 事業量を「保育等」で 950ha、「作業路等」12,800m とする。 

  【実績】 「保育等」事業を 660ha、「作業路等」で 25,365m 実施した。 

  【評価】 概ね達成 

 

 〔付表〕保育等及び作業路等の事業量実績          （単位：ha、km、%） 

区 分 

 

H27 累計（H27） 

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 

保育等 950 660 69.5 1,900 1,362 71.7 

作業路等 12.8 25.4 198.4 25.6 44.4 173.4 

 

２ 木材販売収入 

   【目標】 間伐販売収入を 15,000 千円確保する。 

  【実績】 保育間伐等 268ha から、54,601 千円の収入を得た。 

  【評価】 計画達成 

 

 〔付表〕保育間伐等収入の確保実績                 （単位：千円、%） 

区 分 

 

H27 累計（H27） 

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 

収入額 15,000 54,601 364.0 27,000 79,254 293.5 

 

 

３ 管理運営経費等の節減 

   【目標】 現況値（平成 22～24 年度の平均値）から、4,123 千円節減する。 

  【実績】 47,139 千円節減した。 

  【評価】 計画達成 

 

 〔付表〕管理運営経費等の節減実績                 （単位：千円、%） 

区 分 

 

H27 累計（H27） 

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 

節減額 4,123 47,139 1,143.3 6,411 93,203 1,453.8 

※ 県派遣職員の給与について県費負担となったことから大幅な節減となった。 



４ 借入金利子負担の軽減 

  【目標】 公庫資金のうち無利子資金の活用率を 45.0%とする。 

  【実績】 無利子資金 47,449 千円の融資を受け 59.2%の活用率となった。 

  【評価】 計画達成 

 

 〔付表〕森林整備活性化資金の活用実績                （単位：千円、%） 

区 分 

 

H27 累計（H27） 

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 

公庫資金  80,090   165,406  

うち活性化  47,449   85,295  

活用率 45.0 59.2 131.7 45.0 51.6 114.6 

※ 合理化計画の変更について県から承認された結果、より有利な条件に適合し、平成 27

年度より無利子資金を多く活用できることとなった。 

 

 

５ 分収割合の契約変更等 

  【目標】 分収割合について 70 件の変更契約を行う。 

  【実績】 平成 27 年度は 463 件の変更協議を行ったが、分収割合変更契約は 8 件にと

どまった。 

  【評価】 計画未達成 

 

〔付表〕分収造林変更契約の締結実績                （単位：件、％） 

区 分 H27 契約変更状況（H27 末） 

 計画 実績 達成率 契約件数 変更件数 達成率 

市町村 1 0 0 49 48 98.0 

個人等 69 8 11.6 2,916 1,908 65.4 

計 70 8 11.4 2,965 1,956 66.0 

※ 売買による契約分割があったため、平成 26 年度より契約件数が 1 件増加している。 

※ 原発事故による森林の損害賠償に一定の目途が立たない、木材価格が低迷する中で契

約相手方が公社事業継続による必要性が理解されない、共有地等権利関係が複雑になっ

ているなどの事由により目標を達成するには至らなかった。 

※ 契約改善が難しい案件については、施業をきっかけとした交渉にも取り組んでいる。 

 


